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なぜ診断が必要か
アップグレード診断前
お客様のお考え

アップグレード診断結果ごと　診断の効果アップグレード
診断

診断結果：アップグレードの必要性あり
どの範囲についてどのような方法でアップグレードすべきか、
第３者の立場からの意見が得られ、顕在化していなかった課題を
洗い出せます。

診断結果：アップグレードの必要性あり
顕在化していなかった課題が洗い出され、どのような範囲にどの
ような方法でアップグレードすればよいかが明確になります。

診断結果：アップグレードの必要性なし
Oracle E-Business Suite 最新版のアップグレードが必要となるような
課題が存在しないことが確認でき、アップグレードへ無駄な投資を
せずに済みます。

診断結果：アップグレードの必要性なし
Oracle E-Business Suite 未導入部分と導入済の範囲について、
顕在化していない課題を洗い出してチェックすることが可能です。

診断

診断

診断アプローチ

国内数百社で利用されているグローバルなERP システム「Oracle E-Business Suite」が世に出てからすでに10 年以上
が経過しており、この間に技術革新によってハードウェアをはじめ、オペレーティングシステムもデータベース管理システムも
大きく変化しています。
今、旧世代技術で構築されたシステム環境は、次 と々メーカーの保守期限切れを迎えています。ERP システムなどの業務
ソフトウェアは、これらのシステム環境に依存しているため、新世代技術の稼動環境上で稼動するようにアップグレードする
必要があります。
この10 年間に「Oracle Applications」は「Oracle E-Business Suite」となり、機能面でも大幅な進歩を遂げています。
既存のシステム資産を生かしながら、新機能を享受することにより、単に最新のシステム環境に移行するだけではなく、
多岐にわたるより便利な機能を利用することができます。
アビームコンサルティングが提供する「ERP アップグレード診断サービス for Oracle E-Business Suite」は、企業の現行
システム環境と「Oracle Applications」の状態を診断し、効果的・効率的なアップグレード方法を短期間で提示する
サービスです。

ERPアップグレード診断サービス
for Oracle E-Business Suite

短期間かつ安価に診断するために実施期間は2 ～ 4 週間を想定しています。作業はコンサルタント数名で実施しますが、企業のIT 部門および
ユーザ部門へのヒアリングと、関連ドキュメント類の提供をお願いすることになります。

ERP Upgrade Services

事前準備 ご報告現状調査
（約1～ 2週間）

分析
（約1～ 2週間）

報告書作成
（約1週間）
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アップグレード診断プログラム
の開始に必要な準備、意識
あわせを行います

事前にご提示いただく情報
および調整状況により、以降
の作業期間を若干変更します

経理部門、システム部門など、
関連各部署への調査実施に
ご協力いただきます

インタビューへの回答状況に
より、一部分析不能となる項目
が発生する可能性もあります

■ 当アップグレード
   診断の範囲
■ 現行システムに
    おける課題
■ 推奨される
    アップグレード方法

アップグレード診断結果

今後のステップ

各種資料、インタビュー調査を
通じて課題の洗い出しを行い
ます

調査回答に基づき、アップグレード
の必要性の分析を行い、適切な
アップグレード方法を検討します
また、費用対効果を試算します

分析・診断結果を報告書として
まとめます

■ アップグレード診断プログラム
    の説明
■ インタビューシート作成

■ インタビュー実施
■ 各種資料の確認

■ インタビュー結果分析
■ 分析結果のまとめ

■ 報告書作成

■ 関連資料の提出
■ インタビュー担当者、予定
　などの社内調整

■ インタビューへの回答 N/A N/A

アップグレードをお考えの
お客様はもちろん、アップ
グレードは必要ない、あるいは、
アップグレードすべきか
どうか分からないお客様に
ついても、右図のような
効果が得られます。

また、診断を通して、アップ
グレードに必要な体制、期間、
コストなども把握できます。

アップグレード
したい

アップグレード
すべきかどうか
わからない

アップグレード
必要なし
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診断標準プログラムの対象モジュール（他モジュールも対応可能）

診断内容

アップグレード診断サービスとして用意している標準プログラムは、利用企業がもっとも多いFIN モジュール（下図はOracle E-Business Suite の例）
を対象としています。ただし、SCM やプロジェクト管理などの他モジュールについても対応可能ですので、お気軽にお問い合わせ下さい。

診断結果の概要
アップグレード診断結果は、ERP 部分について限定すれば下図のようになります。
もちろん、実際には多くのアドオンプログラムの扱い、周辺システムの扱い、稼動環境の扱いなど、多岐にわたる診断を簡易かつスピーディーに実施します。

□□□
○○○
モジュール

□□□
○○○
モジュール

凡例

○○○ 対象業務名

モジュール
略称

モジュール名

新機能について
インタビューを
実施する
モジュール

売掛管理 OFA
管理会計
モジュール

i-Expense
経費精算
モジュール

XTR
財務管理
モジュール

CE
資金管理
モジュール

AP
買掛管理
モジュール

GL
一般会計
モジュール

管理会計

資金管理 財務
会計

固定資産管理買掛管理経費管理

固定資産
支払依頼
データ

入金予定
データ

資金予測
データ

支払予定
データ

支払データ

入金データ

経費精算
データ

実績データ

Oracle E-Business Suite

銀行

銀行

仕
訳
デ
ー
タ

インタビュー項目＆診断結果 推奨アップグレード方法

DBアップグレードあり

DBアップグレードなし

E-Business Suiteアップグレード
（新規要件あり）

E-Business Suiteアップグレード
（新規要件なし）

Oracle E-Business Suite (Applications）
をアップグレードする必要がある？

E-Business Suite
アップグレードなし

E-Business Suiteアップグレード
（新規要件あり）

E-Business Suiteアップグレード
（新規要件なし）

E-Business Suite
アップグレードなし

Q1 Q2

Q2

Q3

Q3

Q1.
DBをアップグレード
する必要がある？

新規要件を含む
アップグレードが必要？
新規要件を含む
アップグレードが必要？

新規要件を含まない
アップグレードが必要？

Q2. Q3.Q2. Q3.

Yes Yes

Yes

Yes

Yes

No No

No

No

No

FA+FAJPOP
固定資産管理
モジュール

+Japan Option
Pack

AR
売掛管理
モジュール


